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1. はじめに

　車は 1885年にベンツにより発明された。10年間に進化
し，現代の車に一層近いものとなった。産業革命以来の技
術を活かし，工夫を重ね，当時の技術の粋を集めたもので
あった。しかしこれらは言ってみれば工芸品，手作りで
あった。代わって本格的な工業製品として量産モデルと
なったのが 1908年発表となったフォード・モデル T (THE 
MODEL T)であった。1.5 kmともいわれた流れ作業ライン
による本格的なモノづくりの開始であった 1)。図 1におい
て歴史俯瞰図を示す。当時の日本は，日露戦争直後で明治
維新後 40年を経たと言えども近代工業のまだまだ黎明期で
あった。その時代に 20年間で 1,500万台にも及ぶ量産車を
実用化したのであるから米国の技術力はすごかったのであ
る。日本の大衆向けの本格量産車が 1961年のトヨタ・パブ

リカに代表されると位置づけると，その 53年前に米国にお
いて量産が始まったことになる。米国においては半世紀以
上先行していた産業であった。
　米国の自動車産業の先行性を，逆にいえば日本の自動車
産業の遅れを一気に取り戻すチャンスは 1970年代にマス
キー法とオイルショックへの対応という新しいニーズの発
生によりもたらされた。マスキー法による排出ガス低減が
喫緊の課題となり，さらにオイル危機による原油の高騰に
対処するため燃費の向上が重要な開発課題となった。この
ためのエンジン制御の開発競争が始まった。CO, HC, NOx
をその時期の実態より 1/10にするという当時からみればと
んでもない高いレベルのクリーン化の目標であった。法律
を作った米国自体においてもその実現性は危ぶまれた。エ
ンジンを単に回していた従前とは比較できないぐらいの新
規技術，すなわち予混合の希薄燃焼技術，排出ガス低減の
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自動運転（コンピュータの介在）
レベル ： 介在無し
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レベル ： 操舵が加わる
レベル ： 半自動運転
レベル ： ＡＩが運転者

出所：トヨタ博物館展示車
より筆者作成

図 1.　日本の自動車産業の歴史的俯瞰


